














が重要である（e.g. Johnson & Nelson, 1999；


















































































































内容のまとまりに分類し、SA が 1 年生の学習
をサポートする際の行動と意識を可視化した。
さらに、ここで得られた箇条書きと分類に基づ






























表 1 をもとに、1 年生に向けた「SA からの
サポート」項目を作成した。著者が原案を作り、
教育社会学を専門とする教員が修正し、最終的
に協議によって 6 項目を設定した（表 2）。な
お表 2 中の「メンター」という表現は調査対象
校における SA の呼称である。
研究 2 では、SA からのサポート項目を用い






2018 年度基礎演習Ⅰを受講する 1 年生 740
名のうち、SA を導入しているクラスに属する
609 名を対象とした。有効回答数は 430 名だっ
た（71.0％）。
調査方法
基礎演習Ⅰの第 14 回～第 15 回の授業中に
web 調査での回答を求めた。山梨学院大学に





































































































































Item F1 F2 共通性 平均 SD
学習適応：平均＝4.03, SD＝0.70, a＝.73, ~＝.83
自分が興味を持っていることであれば、難しい学習も続けられる .78 .02 .61 4.15 0.92
学ぶことは楽しいと思う .76 －.03 .58 3.84 0.97
授業中のグループワークや話し合いの時間には参加した .75 －.02 .56 4.20 0.86
授業で出された予習・復習課題はきちんとこなした .67 .03 .45 3.94 0.93
大学不適応：平均＝3.09, SD＝1.14, a＝.67, ~＝.85
授業がある日なのに大学を休みたくなることがある －.05 .86 .75 3.36 1.35
大学生活がつらいと感じることがある .05 .86 .75 2.81 1.30
因子寄与 2.206 1.49
表 3　適応状態の因子パターンおよび基本統計量
Item F1 F2 共通性 平均値 SD
心理的サポート：平均＝4.29, SD=0.77, a＝.85, ~＝.91
メンターは私に声かけしてくれた .96 －.13 .80 4.51 0.79
メンターは私のことを気にかけてくれた .91 －.03 .79 4.31 0.89
メンターは質問に答えてくれた .81 .02 .67 4.45 0.89
メンターは大学生活のことで相談にのってくれた .55 .37 .65 3.88 1.11
道具的サポート：平均＝3.82, SD=1.12, a＝.58, ~=.83
メンターは LINE やメールなどで授業のお知らせ
など送ってくれた －.19 .95 .74 4.00 1.39








各変数の ICC を表 6 に整理した。道具的サ




















項目 F1 共通性 平均 SD
自分の意見や考えを尊重してもらえる雰囲気があった .83 0.69 4.13 0.91
この基礎演習のクラスでは人として尊重してもらえる気分になった .83 0.68 4.03 0.89
みんなで学ぼうという雰囲気があった .82 0.67 4.09 0.90
この基礎演習のクラスは居心地がよくて落ち着く .81 0.66 3.99 1.02
周りの人と話しやすい雰囲気があった .81 0.66 4.08 0.98
周りの人の意見をていねいに聴こうとする雰囲気があった .80 0.65 4.28 0.77
因子寄与 4.001
表 5　良い雰囲気の因子パターンおよび基本統計量
変数名 ICC 95％下限 95％上限 DE F 値 p 値
大学不適応 .03 －.01 .10 1.48 1.38 0.09
学習適応 .01 －.02 .07 1.18 1.14 0.28
良い雰囲気 .09 .03 .19 2.54 2.30 0.00
道具的サポート .29 .18 .44 5.97 6.30 0.00
心理的サポート .10 .04 .21 2.74 2.46 0.00
表 6　変数の ICC
1 2 3 4 5 6
1 小論文の書き方がわかった 1.00
2 大学生活に慣れるのに役立った .56** 1.00
3 良い雰囲気 .47** .61** 1.00
4 大学不適応 －.06 －.10* －.11* 1.00
5 学習適応 .49** .53** .52** .02 1.00




















Predictor ライティング 慣れ 良い雰囲気
b b b
大学不適応 －.07* －.07* －.12**
学習適応 .43** .43** .39**
道具的サポート －.03 －.02 .11*
心理的サポート .10 .22** .20**
大学不適応 * 道具的サポート .05 .00 －.04
学習適応 * 道具的サポート .01 －.02 －.12＋
大学不適応 * 心理的サポート －.02 .02 .03
学習適応 * 心理的サポート .08 .05 .11*
R2 .22 .29 .32
|2 乗値 124.481 179.679 196.582
df 9 9 9
p 値 0.000 0.000 0.000
逸脱度 890.611 974.738 756.434


























たところ、第 1 に SA は明確にクラスづくりの
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